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１．旅クラブが 2020 年度に取り組んだ事業実績 

「マチに学び都市を楽しむ」ことを基底に据え、設立した「もうひとつの旅クラブ」は、必然的

にマチ（町や街の総称的表記）の営みの中に「リアルな出会い」を求め、それらを触発させると考

えられるプログラムを企画・実施し、そうした中で得た知恵によって「まちづくり提案」も行って

きた。 
ところが、設立 20 年目を目前にした昨年（2020 年度・第 19 期）は 1 月以後、新型コロナウィ

ルスの災禍から、その機会がほぼ失せてしまい極めて困難な状況（組織運営）に遭遇した。そのよ

うな状況下ではあったが、未知の体験である「新型コロナ」という局面を受け止めつつ、歩みを止

めることなく、主には次の事業を行った。 
  （１）「大阪まち遊学」の企画・実施 
  （２）「ご来光カフェ」の運営支援 
  （３）「大阪川床・北浜テラス」の企画・調整及び実施協力 
  （４）「もうひとつの旅～伊豆」の実施 

（５）フォーラム「扇町マナビバ」の企画・実施（GABA 研究会の発展型） 
  （６）情報提供、提言活動事業 
これら事業の詳細や組織内評価分析を以下に報告する。 
 

 
 

 

【事業趣旨・目的】 
自分が身近に接しているまち（生活している、勤務している等）

を旅人の目線で歩いてみると、普段何気なく過ごしているそのま

ちで今まで気付かなかった魅力を発見する。その魅力をその人の

視点で紹介し案内する「まち歩き」を企画する。旅人（参加者）

とジモティとの出会いを生み出し、そのまちを再び訪れたくなる

ような新しいコミュニティ・旅のプログラムを造成し、まちの活

性化を促進する。 
【事業内容】 

大阪まち遊学 2020 のまち歩きプログラムとして、以下のとおり、1 月に「まちの酒屋さんめぐ

り」コースを実施した。それ以降は、新型コロナの影響で、まち歩きプログラムの企画は休止す

ることになった。 

マチに学び都市を楽しむ／まちづくりＮＰＯ 

特定非営利活動法人 もうひとつの旅クラブ 

2020 年度（第 19 期）事業報告書 

 
 

（１） 「大阪まち遊学」の企画・実施 
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実施日 タイトル 参加者 参加スタッフ 

1 月 25日（土） 西区三堀の酒屋さんめぐり 7名 3名 
 

 
江戸堀の路地散策 

 
タカムラワイン＆コーヒー 
ロースターズ店内 

 
島田商店の地下セラーで 
試飲 

【主担当】森理事、米谷理事                                               
 
 
 

 

【事業趣旨・目的】 
市民共有の資産である「中之島の水辺」を舞台に「都心の

自然」という魅力の発掘を行い、水辺という公共的空間の過

ごし方、使い方を多様な側面から提案してきたご来光カフェ

の企画･運営主体を、永年主体的に関わってくれているボラン

ティアスタッフを中心とする「ご来光カフェ実行委員会」に

委ね、後方支援や新スキームの検証、それらの調整過程を事

業に位置づけて、2 年目の実施となった。今回はコロナ禍と

いう状況もあり、安全についての慎重な議論を経て開催する

こととなった。ご来光カフェは今回で 15回目の開催である。 
【事業内容】 
・期 間：2020 年 9 月 26日（土）27日（日） 

2020 年 10 月 1日（火）～7日（水） 
・営業時間：5:30～8:30 
・場 所：大阪水上バス淀屋橋港桟橋 
・内 容：①桟橋の設え、準備日程や各種手続きの指導や協力 
     ②カフェ期間の運営に対する協力 

③専用ホームページや Facebook による PR の協力 
④継続的な開催のための賛同者・ボランティアスタッフの募集･調整の協力 

・実施主体：ご来光カフェ実行委員会 
・協 力：大阪水上バス株式会社、NPO法人もうひとつの旅クラブ  

  

（２） 「ご来光カフェ」 1 週間だけの夜明け伝説 の運営支援 
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【事業成果】 
2020 年はかつて経験したことのないコロナ禍の状況で、開催自体も危ぶまれたが、オープンエ

アーというご来光カフェの特性を活かし、お客様とスタッフの安全を計りつつ、明るい話題のひと

つとなることをめざして開催に漕ぎ着けた。 
例年と比べて配慮した主な点は、全来訪者やカフェ空間の消毒の徹底、受付と座席の構成変更に

よる三密の回避、メニューのシンプル化やワンコイン化などである。またスタッフの負担軽減の意

図から営業時間を一時間短縮した。 
ご来光カフェ期間中の来訪者数は 667名で昨年の 383名に比べて約 74％増となった。全体とし

てコロナ禍の影響は少なく、今年から 9 月末の週末と 10 月初週の合計９日間に開催期間を変更し

たことと、天候にも恵まれ全日程で開催でき、朝日を全く見られなかったのが 2 日にとどまった

ことが増加の要因と考えられる。晴れの平日は 80名以上が来店、10 月初週の週末は土曜日が 111
名、日曜日が 110 名と大いに賑わいをみせた。安全対策として、メッセージ記入に代えてお願い

した SNSへの投稿は 109メッセージとなった。写真と共にカフェに来るまでのストーリーや出会

ったご来光についての投稿が多くを占め、見られない日はリベンジの宣言が綴られた。 
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メディア掲出は、2013 年より 8 年連続で「みんなの経済新聞」（船場経済新聞 & yahooニュー

ス）に取材いただいたほか、コロナ禍に明るい話題を求めた新聞取材が 2回（9/27読売新聞朝刊、

10/3 朝日新聞朝刊）あった。例年どおり水都大阪の公式サイトでも開催告知と、とっておきのご

来光（タイムラプス動画）を掲載いただいた。 
フェイスブックの開催告知については、リーチ 9420 人・シェア 61 件があり、これは昨年の 1
割減である。フォロワーは 1403名となり、昨年の 1324名からは約 80名の増加となった。 
スタッフについて、今年は募集を控えたため増加はなかった。今年初めて来訪し、何回か熱心に

来られたお客様をスカウトしたところ、スタッフ参加の快諾があり次回は 1名増える予定である。

現在、始発前スタッフの総数は 29名、全日参加を申し出てくれる通称コンプリーターは７名で、

期間中のスタッフ延べ人数は昨年の 122 人･日に対して今年が 127 人･日。1日平均 14.1 人となっ

た。未来につなげていくためには、新たな始発前スタッフの増強と、骨格を担える人材の発掘が欠

かせない状況に変わりはない。 
 

【主担当】岩田理事、岸田理事、小坂谷監事、山本、磯上、守田 

 

 

 

 
【事業趣旨・目的】 

北浜テラスは、今年は新規川床なし（増築のみ）、入れ替わり無し。コロナの影響により、キタ

ハマミズムの運営社会実験を延期中。 
【事業内容】 
①各種会議 
・総会（2020 年 5 月）＠メール開催 
・理事会（原則毎月 1回）＠メール開催 
②テラスの設置・運営、テラス新設への支援 
・OPTIMUS cafe 川床増築 
③北浜ミズム（係留場）の実施準備 
・平和不動産前のアクセス階段の設計 
④その他 
・店舗連携イベント「RIVER SIDE FROW」開催 
・協議会監事の交代 20 年度総会で岸田から福田へ監事交代 
 

【主担当】泉理事、福田理事 

（泉は北浜水辺協議会の理事、福田は監事を兼ねる） 

  

（３） 「大阪川床・北浜テラス」の企画・調整及び実施協力 
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【事業趣旨・目的】 

もうひとつの旅 2020 では、静岡県伊豆半島を訪れた。伊豆半島は、東伊豆･南伊豆･中伊豆･西

伊豆と 4 つのエリアに分かれており、今回は、東伊豆（伊東市、東伊豆町）と中伊豆（修善寺温

泉）を訪問した。居住者・移住者・観光客・別荘購入者等、多様な人々をまちへ迎える場作り、取

り組みについて話を伺い、町における観光と暮らしの調和を学ぶことを目的とした。 
【事業内容】 

・日 時：2020 年 1 月 12日（日）～1 月 13日（月・祝）1泊 2日 

・場 所：静岡県 伊豆半島 

・訪問先：長平鮮魚店（伊東市）、NPO法人ローカルデザインネットワーク（東伊豆町「伊豆稲 

取」）、（一社）伊豆市観光協会（修善寺温泉）など 

伊豆稲取を活動拠点としている NPO法人ローカルデザインネットワークは、「都市とローカルを

つなぎ、暮らしたいまちと暮らす社会をデザインする」というビジョンで活動しており、代表の荒

武氏よりシェアキッチンスタジオやシェアオフィスの運営等の取り組みについて話を伺った。ま

た、修善寺温泉では、観光協会、旅館組合、移住者等立場の異なる方々に参加いただき、観光地に

おける暮らしについて意見交換を行った。 

 
 

 
消防団施設をリノベーション 
「ダイロクキッチン」にて 

 

 
伊豆稲取のシェアオフィス 
「EAST DOCK」外観 

 
 
 
 
 
 

「EAST DOCK」内見学 

 

修善寺前 

 

観光協会による修善寺案内 

 

伊東市「長平鮮魚店」店主と 
 
【主担当】森理事、小坂谷監事、福田理事、岩田理事、米谷理事、田尻理事 
  

（４） 「もうひとつの旅～伊豆」の実施 
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【事業趣旨・目的】 

前年の自主研究である GABA 研究会の発展型として企画・立案し、フォーラムとして実施した。

その狙いは、「大規模公園の新しい時代のあり方」を広く社会と共有し、具体的な提案や事業化へ

の「行動の筋道」を明確化するためのものであった。そこで、都市やまちづくり的な課題を解決す

るために具体的な活動を行っている機関や個人に、広く参加を求めその考え方や活動のあらましを

共有し合った。 
【事業内容】 
・日 時：2020 年 11 月 21日（土）13:00～17:00 
・会 場：大阪市北区民センター・大ホール 
・テーマ：大公園からネットワークする新しい時代のまちづくりピア 
     ～フォーラム扇町マナビバ～ 
・内 容：13:00 開始・趣旨説明 

13:10 突破口としての提起 
 『記憶と創造「大阪百景⇔未来景』橋爪節也氏（アート・都市文化／大学教授） 
14:20 「まちづくりピア」とは 
 ①大公園を舞台に「中之島舟屋プロジェクト」の場合 岸田文夫 
 ②桟橋という公共空間を舞台に「ご来光カフェ」の場合 岩田尚樹 
 ③「都市（マチ）に祈りを」ハラウ フラ オ メハナ（主宰）クミコ メハナ 竹久 
15:20 セッション（パネラー） 
 岸上純子氏（建築家／扇町公園愛好家） 
 武田重昭氏（ランドスケープ／大学准教授） 
 堤 道明氏（セレッソ大阪スポーツクラブ理事 長居事業本部長） 
 泉 英明（旅クラブ／ハートビートプラン） 
 （コーディネータ）福田知弘（旅クラブ・JUDI／大学准教授） 

・主 催：NPO法人もうひとつの旅クラブ、共催：JUDI 都市環境デザイン会議 
・後援・運営協力：（一財）大阪市コミュニティ協会・北区民センター 
 
「新型コロナウィルス・第２波」の最中ではあったが、多方面から様々な運営支援をいただき、

中身的にも様々な提案を受け、無事に開催、成功裏に終えることができた。さらに、次年度以後

の動きに結ぶことも視野に入った。ここに、このフォーラム開催に多大の協力をいただいた、組

織・団体・個人の皆様に改めて、心より感謝の念を表すものである。 
なお、フォーラム参加者は（定員 80 名のところ）、登壇者・発表者等のゲスト、オーディエン

ス、主催者・旅クラブ運営（発表者含む）、共催者運営支援を含め全体で 79名の参加となった。 
 
※全体ダイジェストは、後日「旅クラブ URL」で公開する。 
 
 
 

（５） フォーラム「扇町マナビバ」の企画・実施 （ＧＡＢＡ研究会の発展型） 
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       当日の案内冊子・全 16ページ 
 

フォーラム・チラシ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登壇者による開演前の現地見学  突破口としての提起 橋爪節也氏講演 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「都市（マチ）に祈りを」フラの披露     セッション 
 
【主担当】李理事長、福田理事、羽田理事、泉理事、岩田理事、岸田理事、米谷理事、森理事、 

田尻理事 
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 (1)～(5)の他にも、まちづくり NPO として、大阪のまちの魅力を再発見・開拓し、多くの人々と

共有するために、各種情報提供や提言活動への参加等を展開した。 
 
◆情報提供：ご来光カフェ・ツイッターが劇的復活！ 

大阪まち遊学およびご来光カフェイベント開催時には、ブログのみならずフェイスブック、イ

ンスタグラムなどにおいて、メンバー各自によるアナウンスが行なわれている。 
旅クラブの情報発信メディアとして 2007 年より公式 HP、2011 年よりツイッター（ご来光カ

フェ）、2011 年よりフェイスブック（ご来光カフェ・大阪まち遊学）、2018 年よりインスタグラ

ム（もうひとつの旅クラブ・ご来光カフェ）をそれぞれ運用している。今期は新型コロナの影響

により、イベント自体が開催しづらい状況であり、イベントを開催したとしても集客が心配であ

った。そこで、開催の可否や準備状況について、細やかな情報提供を実施する必要があった。 
ご来光カフェの告知のために、公式HP、フェイスブック、インスタグラムを活用した。ご来光

カフェのツイッターは 2011 年にアカウントを作っていたが長らく休眠中であったが、今年度、劇

的に復活した。カフェ自身のみならずメディアの運用においても、ご来光カフェ実行委員会メン

バー（旅クラブメンバー以外）の貢献は多大だと感じた年であった。 
また、フォーラム「扇町マナビバ」（11 月 21日（土）に開催）の告知のために、公式HP とフ

ェイスブックを活用した。特に、フェイスブック、インスタグラムは運営メンバーを増やして、

互いに運用フォローできるようにした。メディアの URL は、以下のとおりである。 
ü 公式HP    http://tabiclub.org/ 
ü  ツイッター（ご来光カフェ）  https://twitter.com/goraikocafe 
ü  フェイスブック（ご来光カフェ） https://www.facebook.com/goraiko 
ü  フェイスブック（大阪まち遊学） https://www.facebook.com/osakaopentown 
ü  インスタグラム（ご来光カフェ） goraiko.cafe 
ü  インスタグラム（旅クラブ）   osakatabiclub 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   公式HP      ご来光カフェ・ツイッター 

（6） 情報提供、提言活動事業 
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フェイスブック（左：ご来光カフェ；右：大阪まち遊学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インスタグラム（左：ご来光カフェ；右：旅クラブ公式） 

 

◆旅クラブ公式HP のセッション数 
公式HP（www.tabiclub.org）を先期までに引き続き、今期も運用した。 
2020 年 4 月～2021 年 1 月の月別セッション数を前年と比較して次に示す。4 月：111（-50）、

5 月：156（+26）、6 月：168（+43）、7 月：264（+146）、8 月：281（+153）、9 月：738（+316）、
10 月：777（+382）、11 月：239（+88）、12 月：201（+20）、1 月：216（+35）となった。ご来

光カフェ、扇町マナビバなど旅クラブイベントが行われた秋のセッション数が他の時期より際立

って多かった。なお、本解析は Google アナリティクスを用いた。 
 
 
 
 
 
 
 

                            

セッション数の月別変化（前年比較）：ブルー：2020年度、オレンジ：2019年度 

【主担当】福田理事、藤原、磯上 
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◆新聞・ホームページ等への掲載 
1．船場経済新聞 HP（9 月 24日） 

『淀屋橋の期間限定「ご来光カフェ」15 年目～来店者延べ 7307 人に』 

https://semba.keizai.biz/headline/1498/ 

2．読売新聞（9 月 27日） 

3．読売新聞オンライン HP（9 月 27日） 

『ビジネス街で「ご来光カフェ」輝く水面にうっとり』 

https://www.yomiuri.co.jp/national/20200927-OYT1T50110/ 

4．朝日新聞（10 月 3日） 

5．朝日新聞デジタル HP（10 月 3日） 

『コロナ禍、ご来光でスカッと 淀屋橋で期間限定カフェ』 

https://www.asahi.com/articles/ASNB26X9LNB2PTIL002.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読売新聞（9 月 27日） 
 

 

船場経済新聞 HP（9 月 24日） 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

読売新聞オンラインHP（9 月 27日） 
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朝日新聞（10 月 3日） 
 
 
 
 
 
 

←朝日新聞デジタル HP（10 月 3日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆テレビ、出版等 

1．テレビ朝日「県索しちゃいました」 
「早朝×大阪府」の検索結果としてご来光

カフェを紹介 
・放送日：2020 年 2 月 21日（金） 
・担 当：岩田理事 

  
2．都市と建築のブログ 総覧 

大阪中之島、瀬戸内海の島々、南信、ぶんご大野、郡上八幡

の項で当NPO の活動を紹介 
・編集・発行：フォーラムエイト パブリッシング 
・担 当：福田理事 
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２．旅クラブの組織活動（組織活動の充実と強化）と財源確保 

（１）組織活動、市民参加による事業促進 
①会員の拡大 

大阪まち遊学の参加者との交流やご来光カフェの運営ボランティアスタッフの充実、また 11
月に実施した「フォーラム 扇町マナビア」などを通じ、当 NPO の活動主旨に賛同いただけ

る方の発掘に努めた。今年度は会員数の増減は以下のとおりで、当 NPO の活動に関心を持っ

ている方は着実に増えている。 
◇2020 年度の会員数 
・正会員  22名（前年度比 1名減、増員なし） 
・賛助会員 0名（前年度比増減なし） 

②組織活動 
昨年度と同様に運営委員会を月例で開催し、大阪まち遊学、ご来光カフェ、その他特別な事

業の企画・実施方策等を協議した。 
◇総会（第 18回）の開催 
・開催日時：2020 年 3 月 28日（土）15時 00 分～17時 00 分 
・会 場 ：「誓安寺」（大阪市天王寺区城南寺町 6-29） 
・出 席 ：16名（書面出席 2名）、欠席 6名 
・議 案 ：第 18 期事業報告及び決選報告 

   第 19 期事業計画及び収支予算の審議 
◇理事会の開催 
理事会は、2020 年 3 月 28日（土）に 9名参加、総会終了後に行われた。 
◇運営委員会の開催 
以下のとおり、理事・会員混合型の運営委員会を開催し、各事業の企画・運営協議を行った。 
・1 月 31日（金）9名参加   ・2 月 29日（日）11名参加 ・5 月 2日（土）13参加 
・6 月 27日（土）10名参加   ・8 月 1日（土）6名参加 ・10 月 4日（日）9名参加 
・12 月 28日（土）10名参加 
5 月 2日の運営委員会は当NPO法人として初めてリモート会議を開催した。 
◇フォーラム「扇町マナビバ」の開催 

11 月 21日（土）大阪市北区民センター・大ホールで開催した。 
（詳細は事業報告「扇町マナビバ」を参照） 

 

（２）財源確保の充実と課題 

2020 年度は、大阪まち遊学など定着化した自主プログラムについて、プログラム毎に収支バ

ランスを取る原則を継続したが、新型コロナ禍で事業の縮小を余儀なくされた。一方、扇町マ

ナビバについては、外部からの研究助成と会場利用等での後援を得て実施することができた。

支出面では管理費を最大限圧縮することで運営の基盤となる定常的な経費をまかなった。今後

も多様な活動を継続していくために、自主事業の更なる魅力向上を図っていく必要がある。 

以 上 


